
図　モード解析を適用した液状化地盤の変位分布の算定フロー

構造物

　近年の大地震における液状化の被害事例や研究等から，

液状化に起因する地盤変位の増大により基礎構造物や地中

モード解析法を適用した液状化地盤の
水平変位分布算定手法
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化設計への適用は容易ではなかった。本研究では，ひずみ

レベルと過剰間隙水圧に依存した地盤の非線形性を簡易に

考慮可能なモード解析により，液状化地盤中の水平変位分

布を簡易に算定する手法を構築した（図）。また，提案手

法と詳細な有効応力解析の比較を行い，提案手法による結

果が有効応力解析と同等の地盤変位分布を算出できること

を確認した。
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応答変位法を用いるこ

とが一般的であるが，
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